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の特性と比較した。その結果、層間高靭化 CFRP のき裂進展速度 da/dN は、負荷さ
れるエネルギー解放率の最大値 G ma x が同じである場合、き裂進展経路が層間の場合
よりも層内の場合のほうがはるかに大きくなった。さらに、層内き裂の進展開始時








おいても、応力遮へい効果における繊維架橋の寄与度 (Kb r i d g e /Ka p p)は、静的負荷と疲
労負荷間で差がないことを示した。  





























化 CFRP に適用することで、同 CFRP の繊維層内の破壊靭性値を初めて評価した。
その結果、層間高靭化 CFRP の破壊靭性値の最小値である繊維層の破壊靭性の初期
値を取得することに成功した。  
3）  層内フィルム挿入法により繊維層内に初期欠陥を導入した層間高靭化 CFRP
の疲労き裂進展特性を初めて評価した。さらに、き裂先端のエネルギー解放率の最
大値 G ma x を一定に制御し、き裂進展速度 da/dN のき裂長さ依存性を複数取得する
ことで、最も安全側の da/dN-G ma x 関係が得られることを示した。また、繊維架橋に
よるき裂長さ依存性のメカニズムを明らかにした。  







の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 27 年 12 月 1 日、論文内容と
それに関連した事項について試問を行い、申請者が博士後期課程学位取得基準を満
たしていることを確認し、合格と認めた。  
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